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関
脩
齢
『
国
語
略
説
』
に
於
け
る
『
国
語
』
道
春
点
改
訓
の
試
み
と
そ
の
講
述
表
現

小
方　

伴
子

は
じ
め
に

江
戸
時
代
に
於
け
る
『
国
語
』
研
究
の
中
で
最
も
す
ぐ
れ
た
も
の
と
さ
れ
る
秦
鼎
『
国
語
定
本
』（
一
八
〇
九（

（
（

）
の
序
文
に
、
次
の
よ
う
な
一

節
が
あ
る
。

（
1
）
待
つ
所
未
だ
定
ま
ら
ず
と
雖
も
、
然
れ
ど
も
、
其
の
書
は
則
ち
明
道
本
、
其
の
人
は
則
ち
黄
氏
、
関
氏
な
り
。
此
れ
其
れ
翹
翹
た
り
。

今
定
む
る
所
、
多
く
此
に
待
て
り
。（
国
語
定
本
題
言
2a
）

「
明
道
本
」
は
清
朝
嘉
慶
五
年
（
一
八
〇
〇
）
に
刊
行
さ
れ
た
重
刻
明
道
二
年
本
『
国
語（

（
（

』、「
黄
氏
」
は
黄
丕
烈
（
一
七
六
三
─
一
八
二
五
）、

「
関
氏
」
は
関
脩
齢
（
一
七
二
七
？
─
一
八
〇
一
）
で
あ
る
。
秦
鼎
は
『
国
語
定
本
』
を
作
る
に
当
た
っ
て
、
重
刻
明
道
二
年
本
『
国
語
』
及
び

そ
の
附
録
で
あ
る
黄
丕
烈
撰
「
校
刊
明
道
本
韋
氏
解
国
語
札
記（

（
（

」
に
加
え
て
、
邦
人
関
脩
齢
の
『
国
語
略
説
』（
一
七
九
二
）
を
主
要
な
参
照
資

料
と
し
た
。

関
脩
齢
の
『
国
語
略
説
』
は
、
各
篇
の
標
題
の
後
に
「
關
脩
齡
君
長
述
」
と
あ
る
通
り
、
関
脩
齢
の
『
国
語
』
の
講
釈
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ

る
。『
国
語
定
本
』
以
降
の
注
解
に
も
し
ば
し
ば
引
用
さ
れ
、
邦
人
の
『
国
語
』
研
究
の
白
眉
と
さ
れ
る（

（
（

。
し
か
し
従
来
の
研
究
で
は
、
そ
の
概

略
を
紹
介
す
る
に
と
ど
ま
り
、
記
述
内
容
に
つ
い
て
詳
し
く
分
析
し
、
論
じ
た
も
の
は
み
ら
れ
な
い
。
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次
の
（
2
）
は
、『
国
語
略
説
』
か
ら
の
引
用
で
あ
る（

（
（

。「
利
黨
以
危
君
」
は
『
国
語
』
本
文
の
語
句
、
亀
甲
括
弧
内
の
〔
下
蓄
則
字
。
言
利
己

有
屬
黨
〕
は
、
そ
れ
に
対
す
る
関
脩
齢
の
注
釈
で
あ
る
。
書
き
下
し
文
は
『
国
語
略
説
』
の
訓
点
に
拠
る（

（
（

。

（
2
）
利
黨
以
危
君
〔
下
蓄
則
字
。
言
利
己
有
屬
黨
〕（
第
四
下
31a
／
晋
語
六
）

（
黨
を
利
し
て
以
て
君
を
危
く
せ
ば
〔
下
に
則
の
字
を
蓄
ふ
。
己
屬
黨
有
る
を
利
す
る
を
言
ふ
〕）

〔
下
蓄
則
字
〕（
下
に
則
の
字
を
蓄
ふ
）
は
、『
国
語
』
本
文
の
「
利
黨
以
危
君
」
の
下
に
〔
則
〕
の
字
を
加
え
る
と
い
う
意
味
で
あ
る（

（
（

。

次
の
（
3
）（
4
）
も
『
国
語
略
説
』
の
引
用
で
あ
る
。

（
3
）
民
用
莫
不
震
動
恪
恭
於
農
。〔
莫
字
管
七
字
。
用
、
以
也
。
後
皆
同
義
。
舊
註
失
之
。
震
動
、
動
作
也
〕（
第
一
4b
／
周
語
上
）

（
民
用
て
震
動
し
て
農
を
恪
恭
せ
ざ
る
こ
と
莫
し
。〔
莫
の
字
七
字
を
管
す
。
用
は
以
な
り
。
後
皆
同
義
。
舊
註
之
を
失
ふ
。
震
動
は
動
作
な

り
〕）

（
4
）
稷
以
告
王
曰
〔
五
字
句
〕（
第
一
4a
／
周
語
上
）

（
稷
以
て
王
に
告
げ
て
曰
く
〔
五
字
の
句
〕）

（
3
）
の
〔
莫
字
管
七
字
〕（
莫
の
字
七
字
を
管
す
）
は
、「
莫
」
の
字
が
七
字
下
の
「
農
」
ま
で
係
る
こ
と
を
示
し
、（
4
）
の
〔
五
字
句
〕

（
五
字
の
句
）
は
「
稷
以
告
王
曰
」
の
五
字
を
ひ
と
ま
と
ま
り
と
し
て
読
む
こ
と
を
示
す
。

『
国
語
略
説
』
に
は
〔
下
蓄
則
字
〕
の
よ
う
な
形
の
注
釈
（
以
下
、「
畜
字
」
と
称
す
）
が
三
十
二
例
、〔
莫
字
管
七
字
〕
の
よ
う
な
形
の
注
釈

（
以
下
、「
管
到（

（
（

」
と
称
す
）
が
二
十
六
例
、〔
五
字
句
〕
の
よ
う
な
形
の
注
釈
（
以
下
、「
○
字
句
」
と
称
す
）
が
十
四
例
み
ら
れ
る
。

本
稿
で
は
、
関
脩
齢
が
『
国
語
』
の
講
釈
に
、「
蓄
字
」「
管
到
」「
○
字
句
」
と
い
う
手
法
を
用
い
た
理
由
─
学
術
的
・
教
学
的
背
景
─
を
明

ら
か
に
す
る
。

本
論
に
は
い
る
前
に
、
関
脩
齢
及
び
『
国
語
略
説
』
の
概
要
を
紹
介
す
る
。
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一　
関
脩
齢

関
脩
齢
は
武
蔵
川
越
の
人
。
通
称
を
永
一
郎
、
字
を
君
長
、
号
を
松
窓
と
い
う
。
井
上
蘭
台
（
一
七
〇
五
─
一
七
六
一
）
に
師
事
し
、
後
に
昌

平
黌
で
学
ぶ
。
享
和
元
年
（
一
八
〇
一
）
に
没
す
。
享
年
七
十
六
歳（

（
（

。
経
学
は
初
め
程
朱
を
主
と
し
、
後
に
折
衷
学
を
主
張
す
る
。
著
書
に
『
国

語
略
説
』
八
巻
、『
戦
国
策
高
注
補
正
』
一
〇
巻
、『
巡
海
録
』
一
巻（

（1
（

、『
国
学
釈
奠
儀
注
』
一
巻
、『
松
窓
文
稿
』
二
巻
、『
論
語
略
説
』
五
巻
、

『
孟
子
証
解
』、『
左
伝
略
説
』
六
巻
、『
史
料
』
二
〇
巻
、『
韓
客
問
答
』
二
巻
、『
韓
館
贈
答
集
』
二
巻
、『
蝦
夷
記
』
二
巻
、『
山
水
賞
音
』
一

巻
、『
関
東
古
戦
録
』
六
巻
、『
武
蔵
野
国
三
芳
野
名
所
旧
跡
』
一
巻（

（1
（

、『
松
窓
雑
記
』
六
巻
、『
松
窓
随
筆
』
五
巻
、『
松
窓
詩
文
集
』
一
二
巻
、

『
正
木
古
文
書
』
二
巻
、『
松
窓
漫
録
』
六
巻
、『
松
窓
遺
稿
』
一
〇
巻
が
あ
る（

（1
（

。

関
脩
齢
の
為
人
に
つ
い
て
は
、
雲
室
『
雲
室
随
筆
』
に
記
載
が
あ
る
。
雲
室
（
一
七
五
三
─
一
八
二
七
）
は
関
脩
齢
の
弟
子
で
、
画
僧
と
し
て

知
ら
れ
る（

（1
（

。『
雲
室
随
筆
』
に
よ
る
と
、
脩
齢
は
並
は
ず
れ
て
勤
勉
な
学
者
で
あ
っ
た
。
た
と
え
ば
次
の
よ
う
に
記
す
。「
学
頭
の
時
分
時
候
見
舞

な
ど
に
行
に
、
未
明
よ
り
机
に
よ
り
、
夜
九
ツ
迠
は
座
を
離
ら
れ
ざ
る
様
子
な
り
。
あ
る
と
き
五
月
末
頃
、
文
選
会
読
の
日
参
り
し
に
、
朝
四
ツ

時
よ
り
始
り
、
弁
当
を
遣
ふ
が
休
み
に
て
、
日
の
暮
迠
休
み
な
し
。
燭
を
取
頃
皆
々
後
会
を
期
て
帰
れ
り
。
予
生
虚
弱
故
根
機
も
殊
に
う
す
け
れ

ば
、
大
に
難
渋
の
様
に
覚
へ
た
り
。
何
れ
の
会
も
如
此
な
る
故
、
膝
下
に
在
者
進
ま
ざ
る
事
な
し
。
然
ば
当
時
何
れ
の
大
家
と
申
人
、
誰
か
如
此

豪
傑
有
ん
」（
八
三
頁
）。
板
下
も
み
ず
か
ら
作
成
す
る
こ
と
が
あ
っ
た
よ
う
で
、
雲
室
が
「
板
下
は
筆
工
に
て
も
可
然
候
哉
」
と
い
う
と
、「
筆

工
に
申
付
て
も
亦
一
一
跡
よ
り
見
て
誤
字
を
な
ほ
し
申
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
な
り
。
然
と
き
は
二
度
手
間
な
り
、
自
身
に
す
れ
ば
誤
り
な
し
」（
八
四

頁
）
と
答
え
た
と
い
う
。
こ
の
よ
う
な
脩
齢
を
雲
室
は
、「
真
に
豪
傑
と
申
べ
し
。
殊
に
林
家
四
世
の
学
頭
に
て
有
し
故
、
道
春
春
斎
の
学
風
、

今
の
世
松
牕
よ
り
外
知
る
人
は
な
か
る
べ
し
」（
八
四
頁
）
と
評
す（

（1
（

。
田
沼
意
次
（
一
七
一
九
─
一
七
八
八
）
が
失
脚
し
、
松
平
定
信
（
一
七
五

九
─
一
八
二
九
）
が
老
中
に
な
る
と
、「
田
沼
主
殿
正
殿
へ
入
魂
に
出
入
せ
し
事
疑
敷
相
成
」（
八
○
頁
）
り
、
林
家
の
学
職
を
退
い
た
。
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二　
『
国
語
略
説
』
の
概
要

二
・
一　
版
本
及
び
書
誌

現
存
す
る
『
国
語
略
説
』
の
版
本
は
、
筆
者
の
知
る
限
り
で
は
、
寛
政
四
年
（
一
七
九
二
）
版
、
文
政
七
年
（
一
八
二
四
）
版
の
二
種
類
で
あ

る（
（1
（

。
以
下
に
寛
政
四
年
版
（
関
西
大
学
長
沢
文
庫
所
蔵
）
の
書
誌
を
記
す
。

国
語
略
説
八
巻
、
関
脩
齢
述
、
寛
政
四
年
棲
雲
堂
蔵
板
刊
本（

（1
（

、
全
四
冊
。
縦
一
七
・
四
、
横
一
二
・
七
。
左
右
双
辺
、
有
界
九
行
、
毎
行
一
八

字
、
注
小
字
双
行
。
白
口
、
単
黒
魚
尾
。
巻
首
に
寛
政
壬
子
（
一
七
九
二
）
夏
月
荒
井
熙
「
國
語
略
説
序
」、
次
に
寛
政
壬
子
春
正
月
関
脩
齢

「
國
語
略
説
自
序
」、
次
に
「
國
語
略
説
／
關
脩
齡
君
長
述
／
解
敘
」、
次
に
「
國
語
略
説
第
一
／
關
脩
齡
君
長
述
」、
以
下
巻
第
八
に
至
る（

（1
（

。
巻
末

に
「
關
脩
齡
述
／
寬
政
壬
子
殉
棲
雲
堂
臧
板
／
書
肆
申
椒
堂
發
行
／
弘
所　

江
戸
室
町　

須
原
屋
市
兵
衞
」
の
奧
付
あ
り
。
荒
井
熙
の
序
文
を
除

き
、
本
文
、
割
注
と
も
訓
点
が
施
さ
れ
て
い
る（

（1
（

。
首
冊
の
題
箋
題
及
び
版
心
題
は
「
國
語
略
説
一
」
で
あ
る
。

文
政
七
年
版
（
関
西
大
学
長
沢
文
庫
所
蔵
）
は
寬
政
四
年
版
の
補
刻
本
で
、
奧
付
は
「
文
政
七
甲
申
年
二
月
補
刻
／
江
都　

日
本
橋
南
壹
丁
目

　

須
原
屋
茂
兵
衞
／
大
坂　

心
齋
橋
通
安
堂
寺
町　

秋
田
屋
太
右
衞
門
」
で
あ
る
。

二
・
二　
体
例
及
び
校
勘
資
料

『
国
語
略
説
』
は
、『
国
語
』
の
テ
キ
ス
ト
か
ら
語
句
を
拔
き
出
し
、
そ
の
下
に
注
釈
を
付
け
る
と
い
う
方
式
を
と
る
。
注
釈
は
韋
昭
「
国
語
解

敘
」、
宋
庠
「
国
語
補
音
敘
録
」
及
び
『
国
語
』
全
篇
に
施
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
そ
れ
と
は
別
に
、
各
章（

（1
（

の
終
わ
り
に
「
考
註
」「
音
補
」「
正

異
」
を
設
け
る
。「
考
註
」
は
韋
昭
注
の
補
注
、「
音
補
」
は
宋
庠（

（2
（

『
国
語
補
音
』
の
補
遺
、「
正
異
」
は
校
勘
記
で
あ
る
。
校
勘
資
料
に
は
お
も

に
『
四
史
鴻
裁
』
所
收
本（

（2
（

、
明
刊
盧
之
頤
本（

（2
（

が
用
い
ら
れ
、
校
勘
作
業
は
『
国
語
』
本
文
と
韋
昭
注
だ
け
で
な
く
、
底
本
に
収
録
さ
れ
て
い
る
穆

文
熙
、
柳
宗
元
、
孫
應
鰲
等
の
評
語（

（2
（

（
以
下
、「
穆
文
熙
評
語
」
と
総
称
す
る
）
に
も
施
し
て
い
る
。
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二
・
三　
底
本

『
国
語
略
説
』
の
「
正
異
」（
校
勘
記
）
に
は
、
穆
文
熙
評
語
の
異
同
も
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
す
な
わ
ち
、
関
脩
齢
が
底
本
と
し
た
『
国

語
』
の
テ
キ
ス
ト
に
は
、
穆
文
熙
評
語
が
収
録
さ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
江
戸
時
代
に
は
穆
文
熙
評
語
の
収
録
さ
れ
た
明
刊
本
が
、
数

種
或
い
は
十
数
種
流
通
し
て
い
た
。
し
か
し
そ
れ
ら
の
明
刊
本
は
、
大
半
が
本
文
や
韋
昭
注
に
省
略
の
あ
る
俗
本
で
、
関
脩
齢
が
底
本
に
用
い
た

と
は
考
え
難
い
。

穆
文
熙
評
語
が
収
録
さ
れ
て
い
る
『
国
語
』
の
版
本
で
、
省
略
が
な
く
、
且
つ
『
国
語
略
説
』
の
刊
行
（
寬
政
四
年
）
以
前
に
出
版
さ
れ
て
い

た
も
の
に
、
林
羅
山
の
道
春
点
本
が
あ
る
。
関
脩
齢
が
林
家
の
学
頭
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
み
て
も
、
道
春
点
本
を
底
本
と
し
た
可
能
性
が
高
い
。

『
国
語
略
説
』
に
引
か
れ
て
い
る
『
国
語
』
の
本
文
、
韋
昭
注
、
穆
文
熙
標
語
の
字
句
も
、
概
ね
現
存
す
る
道
春
点
本
と
一
致
す
る（

（2
（

。

な
お
、
穆
文
熙
評
語
が
収
録
さ
れ
て
い
る
完
本
と
い
う
こ
と
で
い
え
ば
、
道
春
点
本
の
底
本
で
あ
る
明
刊
劉
懐
恕
本
も
条
件
に
合
う
。
し
か
し

『
国
語
略
説
』
の
注
釈
の
中
に
は
、
劉
懐
恕
本
が
底
本
で
は
辻
褄
の
合
わ
な
い
記
載
が
み
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
『
国
語
略
説
』
第
一
「
周
語
中
」

（
19a
）
に
、「
評
鈔
載
柳
評
云
、
單
子
罪
卻
至
之
伐
當
矣
。（
中
略
）
世
俗
之
情
固
然
邪
」
と
い
う
注
釈
が
あ
る
。
関
脩
齢
は
「
單
子
罪
卻
至
之
伐

當
矣
。（
中
略
）
世
俗
之
情
固
然
邪
」
と
い
う
「
柳
評
」（
柳
宗
元
の
評
語
）
を
、「
評
鈔
」
す
な
わ
ち
『
四
史
鴻
裁
』
所
收
本（

（2
（

（
一
巻
22b
‐
23a
）

で
補
っ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
劉
懐
恕
本
（「
周
語
中
」（
22a
‐
22b
）
に
は
、
こ
の
評
語
が
存
在
す
る
の
で
あ
る
。
一
方
、
道
春
点
本
（「
周
語
中
」

（
22a
‐
22b
）
を
み
る
と
、
そ
の
評
語
が
置
か
れ
て
い
る
は
ず
の
上
欄
そ
の
も
の
が
欠
け
て
い
る
。
関
脩
齢
は
そ
れ
を
「
評
鈔
」
で
補
っ
た
。

『
国
語
略
説
』
の
「
音
補
」
は
、
宋
庠
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
版
『
国
語
補
音
』
の
補
遺
で
は
な
く
、
明
の
張
一
鯤
に
よ
る
改
訂
版
『
国
語
補
音
』
の

補
遺
で
あ
る（

（2
（

。
そ
の
点
も
底
本
を
道
春
点
本
と
判
断
す
る
こ
と
と
矛
盾
し
な
い
。『
国
語
略
説
』
の
底
本
は
道
春
点
本
で
あ
る
と
み
て
間
違
い
な

い
で
あ
ろ
う
。

関
脩
齢
は
道
春
点
本
を
テ
キ
ス
ト
と
し
、『
国
語
』
の
講
釈
を
行
っ
た
。
門
生
は
道
春
点
本
或
い
は
そ
の
写
本
を
手
元
に
置
き
、
脩
齢
の
講
釈

を
書
き
取
っ
た
。『
国
語
略
説
』
は
そ
の
筆
記
録
を
も
と
に
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。



日本漢文学研究 12

— 6 —

三　
「
蓄
字
」

三
・
一　
「
蓄
字
」
の
例

『
国
語
略
説
』
に
は
、〔
下
蓄
則
字
〕〔
句
下
蓄
者
字
〕
の
よ
う
な
形
の
注
釈
が
全
部
で
三
十
二
例
あ
る
。
そ
の
内
訳
は
、「
蓄
則
字
」
十
五
例
、

「
蓄
者
字
」
七
例
、「
蓄
而
字
」
三
例
、「
蓄
乎
字
」
二
例
、「
蓄
也
字
」、「
蓄
為
字
」、「
蓄
惟
字
」、「
蓄
則
雖
二
字
」、「
蓄
諸
夏
二
字
」
が
そ
れ
ぞ

れ
一
例
ず
つ
で
あ
る
。
順
を
追
っ
て
詳
し
く
み
て
い
き
た
い
。

Ⅰ　
蓄
則
字

次
の
（
5a
略
説
）
は
、
冒
頭
に
挙
げ
た
（
2
）
を
再
録
し
た
も
の
で
あ
る
。（
5b
道
春
）
は
、（
5a
略
説
）
の
「
利
黨
以
危
君
」
の
引
用
元
で
あ

る
道
春
点
本
の
該
当
箇
所
を
、
前
後
の
文
も
含
め
て
収
録
し
た
も
の
で
あ
る（

（2
（

。
書
き
下
し
文
は
道
春
点
本
の
訓
点
に
拠
る
。（
5c
道
春
）
は
、（
5a

略
説
）
の
注
釈
〔
下
蓄
則
字
〕（
下
に
則
の
字
を
蓄
ふ
）
に
従
っ
て
、（
5b
道
春
）
の
「
利
黨
以
危
君
」
の
下
に
、〔
則
〕
を
加
え
た
も
の
で
あ

る
。
以
下
の
例
文
も
同
様
の
形
で
提
示
す
る
。

（
5a
略
説
）
利
黨
以
危
君
〔
下
蓄
則
字
。
言
利
己
有
屬
黨
〕（
第
四
下
31a
／
晋
語
六
）

（
黨
を
利
し
て
以
て
君
を
危
く
せ
ば
〔
下
に
則
の
字
を
蓄
ふ
。
己
屬
黨
有
る
を
利
す
る
を
言
ふ
〕）

（
5b
道
春
）
利
黨
以
危
君
。
君
之
殺
我
也
、
後
矣
。（
晋
語
六
9b
）

（
黨
を
利
と
し
て
、
以
て
君
を
危
ぶ
む
。
君
の
我
を
殺
す
こ
と
、
後
し
）　

（
5c
道
春
）
利
黨
以
危
君
、〔
則
〕
君
之
殺
我
也
、
後
矣
。

（
5b
道
春
）
は
「
利
黨
以
危
君
」
で
文
を
切
る
。
関
脩
齢
は
「
利
黨
以
危
君
」
の
後
に
〔
則
〕
を
加
え
、「
黨
を
利
し
て
以
て
君
を
危
く
せ
ば
」
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と
条
件
文
に
読
み
、
下
文
「
君
之
殺
我
也
、
後
矣
」
に
続
け
る
。

次
の
（
6a
略
説
）
も
「
蓄
則
字
」
の
例
で
あ
る
。

（
6a
略
説
）
其
利
淫
矣
、
流
之
若
何
。〔
矣
下
蓄
則
字
。
承
上
文
、
而
言
好
利
而
淫
矣
、
則
流
之
若
何
。
問
之
之
辭
〕（
第
一
19b
／
周
語
下
）

（
其
の
利
淫
な
ら
ば
、
之
を
流
さ
ん
こ
と
若
何
。〔
矣
の
下
に
則
の
字
を
蓄
ふ
。
上
文
を
承
け
て
、
利
を
好
み
て
淫
な
ら
ば
則
ち
之
を
流
さ
ん
こ

と
若
何
を
言
ふ
。
之
を
問
ふ
辭
〕）

（
6b
道
春
）
且
夫
長
翟
之
人
、
利
而
不
義
。
其
利
淫
矣
。
流
之
若
何
。（
周
語
下
3b
）

（
且
つ
夫
れ
長
翟
の
人
、
利
あ
り
て
不
義
な
り
。
其
の
利
淫
せ
り
。
之
を
流
さ
ん
こ
と
若
何
）

（
6c
道
春
）
且
夫
長
翟
之
人
、
利
而
不
義
。
其
利
淫
矣
、〔
則
〕
流
之
若
何
。

（
6b
道
春
）
は
「
其
利
淫
矣
」
で
文
を
切
る
。
関
脩
齢
は
「
矣
」
の
下
に
〔
則
〕
を
加
え
、「
其
利
淫
矣
」
を
「
其
の
利
淫
な
ら
ば
」
と
条
件
文

に
読
み
、
下
文
に
続
け
る
。

Ⅱ　
蓄
者
字

次
の
（
7a
略
説
）
は
『
国
語
略
説
』
に
於
け
る
「
蓄
者
字
」
の
例
で
あ
る
。

（
7a
略
説
）
官
師
之
所
材
也
〔
句
下
蓄
者
字
、
起
下
五
疾
。
又
下
文
「
官
師
所
不
材
也
」、
亦
同
文
法
、
起
下
以
實（

（2
（

〕（
第
四
下
24b
／
晋
語
四
）

（
官
師
の
材
と
す
る
所
は
〔
句
の
下
に
「
者
」
の
字
を
蓄
へ
、
下
の
五
疾
を
起
こ
す
。
又
た
下
文
の
「
官
師
の
材
と
せ
ざ
る
所
」
も
亦
た
同
じ

文
法
な
り
。
下
の
「
以
實
」
を
起
こ
す
〕）

（
7b
道
春
）
官
師
之
所
材
也
。
戚
施
直
鎛
。
蘧
蒢
蒙
璆
。
侏
儒
扶
盧
。
矇
瞍
修
聲
。
聾
聵
司
火
。
童
昏
、
嚚
瘖
、
僬
僥
、
官
師
之
所
不
材
也
、

以
實
裔
土
。（
晋
語
四
30b
）

（
官
師
の
材
と
す
る
所
な
り
。
戚
施
は
鎛
に
直
る
。
蘧
蒢
は
璆
を
蒙
く
。
侏
儒
は
盧
に
扶
る
。
矇
瞍
は
聲
を
修
む
。
聾
聵
は
火
を
司
る
。
童
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昏
、
嚚
瘖
、
僬
僥
は
官
師
の
材
と
せ
ざ
る
所
な
り
。
以
て
裔
土
に
實
つ
）

（
7c
道
春
）
官
師
之
所
材
也
〔
者
〕、
戚
施
直
鎛
、
蘧
蒢
蒙
璆
、
侏
儒
扶
盧
、
矇
瞍
修
聲
、
聾
聵
司
火
。
童
昏
、
嚚
瘖
、
僬
僥
、
官
師
之
所
不
材

也
〔
者
〕、
以
實
裔
土
。

（
7b
道
春
）
は
「
官
師
之
所
材
也
」
で
文
を
切
る
。（
7a
略
説
）
は
「
官
師
之
所
材
也
」
の
下
に
〔
者
〕
を
加
え
る
こ
と
に
よ
り
、「
官
師
之
所

材
也
」
が
下
文
「
戚
施
直
鎛
、
蘧
蒢
蒙
璆
、
侏
儒
扶
盧
、
矇
瞍
修
聲
、
聾
聵
司
火
」
を
導
く
主
題
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。
関
脩
齢
の
解
釈
に
従
っ

て
、（
7c
道
春
）
を
訓
読
す
る
と
、「
官
師
の
材
と
す
る
所
は
、
戚
施
鎛
を
直
り
、
蘧
蒢
璆
を
蒙
き
、
侏
儒
盧
に
扶
り
、
矇
瞍
聲
を
修
め
、
聾
聵
火

を
司
る
な
り
。
童
昏
、
嚚
瘖
、
僬
僥
は
官
師
の
材
と
せ
ざ
る
所
な
り
。
以
て
裔
土
に
實
つ
」
と
な
る
。

次
の
（
8a
略
説
）
も
、「
蓄
者
字
」
の
例
で
あ
る
。

（
8a
略
説
）
作
政
而
不
行
〔
句
下
蓄
者
字
。
言
下
不
行
之
〕（
第
一
13b
／
周
語
中
）

（
政
を
作
し
て
行
は
ざ
る
は（

（2
（

〔
句
の
下
に
者
の
字
を
蓄
ふ
。
下
、
之
を
行
は
ざ
る
を
言
ふ
〕

（
8b
道
春
）
今
叔
父
作
政
而
不
行
。
無
乃
不
可
乎
。（
周
語
中
9a
）

（
今
叔
父
政
を
作
し
て
行
は
ず
。
無
乃
不
可
な
ら
ん
か
）

（
8c
道
春
）
今
叔
父
作
政
而
不
行
〔
者
〕、
無
乃
不
可
乎
。

（
8b
道
春
）
は
「
今
叔
父
作
政
而
不
行
」
で
文
を
切
る
。（
8a
略
説
）
は
「
今
叔
父
作
政
而
不
行
」
の
下
に
〔
者
〕
を
加
え
る
こ
と
に
よ
り
、

「
今
叔
父
作
政
而
不
行
」
が
下
文
「
無
乃
不
可
乎
」
の
主
題
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。
関
脩
齢
の
解
釈
に
従
っ
て
、（
8c
道
春
）
を
訓
読
す
る
と
、

「
政
を
作
し
て
行
は
ざ
る
は
、
無
乃
不
可
な
ら
ん
か
」
と
な
る
。

Ⅲ　
蓄
而
字

次
の
（
9a
略
説
）
は
『
国
語
略
説
』
に
於
け
る
「
蓄
而
字
」
の
例
で
あ
る
。
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（
9a
略
説
）
辱
君
之
允
令
。〔
句
上
蓄
而
字
。
言
大
夫
恐
如
上
所
謂
。
而
君
辱
有
令
、
敢
不
奉
事
〕（
第
四
下
32a
／
晋
語
七
）

（
君
の
允
令
を
辱
く
す
〔
句
の
上
に
而
の
字
を
蓄
ふ
。
大
夫
恐
る
る
こ
と
上
に
謂
ふ
所
の
如
し
。
而
る
に
君
辱
く
も
令
有
り
。
敢
て
奉
事
せ
ず

ん
や
を
言
ふ
〕）

（
9b
道
春
）
無
乃
不
堪
君
訓
、
而
陷
於
大
戮
、
以
煩
刑
史
、
辱
君
之
允
令
。
敢
不
承
業
。（
晋
語
七
2a
）

（
無
乃
君
の
訓
に
堪
へ
ず
、
大
戮
に
陷
り
て
、
以
て
刑
史
を
煩
は
し
、
君
の
允
令
を
辱
く
せ
ん
や
。
敢
へ
て
業
を
承
け
ざ
ら
ん
や
）（
晋
語
七

2a
）

（
9c
道
春
）
無
乃
不
堪
君
訓
、
而
陷
於
大
戮
、
以
煩
刑
史
、〔
而
〕
辱
君
之
允
令
。
敢
不
承
業
。

（
9a
道
春
）
は
、「
不
堪
君
訓
、
而
陷
於
大
戮
、
以
煩
刑
史
」
と
「
辱
君
之
允
令
」
を
順
接
で
読
む
。
関
脩
齢
は
「
辱
君
之
允
令
」
の
上
に

〔
而
〕
を
加
え
、「
し
か
る
に
」
と
逆
接
で
読
む
。

Ⅳ　
蓄
乎
字
、
蓄
也
字

次
の
（
10a
略
説
）
は
「
蓄
乎
字
」
の
例
で
あ
る
。

（
10a
略
説
）
忠
非
親
禮
、
而
干
舊
職
、
以
亂
前
好
。〔
句
下
蓄
乎
字
。
何
非
親
禮
行
於
厚
意
而
干
犯
舊
職
、
以
亂
前
王
之
好
乎
〕（
第
一
14a
／
周

語
中
）

（
忠
親
禮
に
非
ず
し
て
舊
職
を
干
し
て
、
以
て
前
好
を
亂
ら
ん
や
。〔
句
の
下
に
乎
の
字
を
蓄
ふ
。
何
ぞ
親
禮
、
厚
意
を
行
ふ
に
非
ず
し
て
舊
職

を
干
犯
し
、
以
て
前
王
の
好
を
亂
ら
ん
や
〕）

（
10b
道
春
）
忠
非
親
禮
、
而
干
舊
職
、
以
亂
前
好
。（
周
語
中
10b
）

（
忠
く
親
禮
を
非
り
て
舊
職
を
干
し
て
以
て
前
好
を
亂
る
）

（
10c
道
春
）
忠
非
親
禮
、
而
干
舊
職
、
以
亂
前
好
〔
乎
〕。
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（
10b
道
春
）
は
「
以
亂
前
好
」
を
平
叙
文
に
読
む
。
関
脩
齢
は
「
以
亂
前
好
」
の
下
に
〔
乎
〕
を
加
え
、「
以
て
前
好
を
亂
ら
ん
や
」
と
反
語
文

に
読
む
。

次
の
（
11a
略
説
）
は
「
蓄
也
字
」
の
例
で
あ
る
。

（
11a
略
説
）
松
柏
之
地
、
其
土
不
肥
。〔
句
下
蓄
也
字
。
言
松
伯
善
引
土
膏
、
地
爲
乾
燥
而
不
肥
也
。
十
六
字
長
句
法
。
蓋
謂
高
山
峻
原
、
不
生

草
木
者
、
以
松
柏
茂
盛
之
地
、
其
土
燥
而
不
肥
也
。
不
知
然
否
〕（
第
四
下
45b
／
晋
語
九
）

（
松
柏
の
地
、
其
の
土
肥
へ
ず
。〔
句
の
下
に
也
の
字
を
蓄
ふ
。
松
柏
善
く
土
膏
を
引
く
。
地
、
乾
燥
を
爲
し
、
肥
へ
ざ
る
を
言
ふ
。
十
六
字
の

長
句
法
。
蓋
し
高
山
峻
原
、
草
木
を
生
ぜ
ざ
る
は
、
松
柏
茂
盛
の
地
、
其
の
土
燥
き
て
、
肥
へ
ざ
る
を
以
て
な
る
を
謂
ふ
。
然
否
を
知
ら
ず
〕）

（
11b
道
春
）
高
山
峻
原
、
不
生
草
木
。
松
柏
之
地
、
其
土
不
肥
。（
晋
語
九
11b
）

（
高
山
峻
原
に
は
草
木
を
生
ぜ
ず
。
松
柏
の
地
は
其
の
土
肥
へ
ず
）

（
11c
道
春
）
高
山
峻
原
、
不
生
草
木
、
松
柏
之
地
、
其
土
不
肥
〔
也
〕。

（
11b
道
春
）
は
「
高
山
峻
原
、
不
生
草
木
」
と
「
松
柏
之
地
、
其
土
不
肥
」
を
二
文
に
分
け
て
読
む
。
関
脩
齢
は
「
其
土
不
肥
」
の
下
に
〔
也
〕

を
加
え
、
十
六
字
句
を
一
文
と
し
て
読
む
。

Ⅴ　
そ
の
他

次
の
（
12a
略
説
）
は
「
蓄
為
字
」
の
例
で
あ
る
。

（
12a
略
説
）
今
將
先
明
而
後
祖
。〔
將
下
蓄
爲
字
。
明
微
讀
〕（
第
二
5a
／
魯
語
上
）

（
今
將
に
明
を
先
に
せ
ん
と
し
て
祖
を
後
に
せ
ん
と
す
。〔
將
の
下
に
爲
の
字
を
蓄
ふ
。
明
は
微
讀
〕）

（
12b
道
春
）
今
將
先
明
而
後
祖
。（
魯
語
上
14a
）

（
今
將
に
明
を
先
に
し
て
祖
を
後
に
せ
ん
と
す
）
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（
12c
道
春
）
今
將
〔
爲
〕
先
明
而
後
祖
。

（
12a
略
説
）
は
「
將
」
の
下
に
〔
爲
〕
を
加
え
、「
先
」
を
「
先
に
せ
ん
」
と
動
詞
に
読
む
。
こ
の
構
文
解
釈
は
、（
12b
道
春
）
と
同
じ
で
あ
る

が
、「
先
に
」
で
は
な
い
こ
と
が
一
層
明
瞭
に
な
る
。

次
の
（
13a
略
説
）
は
「
蓄
諸
夏
二
字
」
の
例
で
あ
る
。

（
13a
略
説
）
而
獨
事
晋
。〔
而
下
蓄
諸
夏
二
字
〕（
第
六
4b
／
楚
語
上
）

（
獨
り
晋
に
事
ふ
。〔
而
の
下
に
諸
夏
の
二
字
を
蓄
ふ
〕）

（
13b
道
春
）
吾
不
服
諸
夏
、
而
獨
事
晋
、
何
也
。（
楚
語
上
11b
）

（
吾
諸
夏
を
服
せ
ず
し
て
、
獨
り
晋
に
事
ふ
る
は
、
何
ぞ
や
）

（
13c
道
春
）
吾
不
服
諸
夏
、
而
〔
諸
夏
〕
獨
事
晋
、
何
也
。

（
13a
略
説
）
で
は
「
而
」
の
下
に
〔
諸
夏
〕
を
加
え
、「
獨
事
晋
」
の
主
語
が
〔
諸
夏
〕
で
あ
る
こ
と
を
明
示
す
る
。

次
の
（
14a
略
説
）
は
「
蓄
惟
字
」
の
例
で
あ
る
。

（
14a
略
説
）
而
不
以
潔
悛
德
、
思
報
怨
而
已
。〔
思
上
蓄
惟
字
。
言
尚
不
欲
以
潔
改
其
德
、
惟
思
報
怨
而
已
。
説
狷
止
于
此
矣
〕（
第
六
12a
／
楚

語
下
）

（
潔
を
以
て
德
を
悛
め
ず
、
怨
を
報
ぜ
ん
と
思
ふ
の
み
。〔
思
の
上
に
惟
の
字
を
蓄
ふ
。
尚
ほ
潔
を
以
て
其
の
德
を
改
め
ん
と
欲
せ
ず
、
惟
だ
怨

を
報
ぜ
ん
と
思
ふ
而
已
を
言
ふ
。
狷
を
説
き
此
に
止
む
〕）

（
14b
道
春
）
不
忘
舊
怨
而
不
以
潔
悛
德
、
思
報
怨
而
已
。（
楚
語
下
14b
）

（
舊
怨
を
忘
れ
ず
し
て
潔
を
以
て
德
を
悛
め
、
怨
を
報
い
ん
こ
と
を
思
ふ
の
み
）

（
14c
道
春
）
不
忘
舊
怨
而
不
以
潔
悛
德
、〔
惟
〕
思
報
怨
而
已
。

（
14a
略
説
）
で
は
、「
思
報
怨
而
已
」
の
前
に
〔
惟
〕
を
加
え
、「
而
已
」
と
呼
応
さ
せ
る
。
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以
上
が
『
国
語
略
説
』
の
蓄
字
の
概
略
で
あ
る
。
次
節
で
は
、
関
脩
齢
が
『
国
語
』
の
講
釈
に
「
蓄
字
」
と
い
う
手
法
を
用
い
た
理
由
を
さ
ぐ

る
。

三
・
二　
「
蓄
字
」
と
い
う
手
法

蓄
字
の
例
を
み
る
と
、
底
本
で
あ
る
道
春
点
本
の
読
み
を
改
め
て
い
る
も
の
が
多
い
。
し
か
し
底
本
の
読
み
を
改
め
る
た
め
だ
け
な
ら
、
新
た

な
訓
読
を
提
示
す
れ
ば
充
分
な
は
ず
で
あ
る
。
関
脩
齢
は
な
ぜ
敢
え
て
、
蓄
字
と
い
う
手
法
を
用
い
た
の
だ
ろ
う
。『
国
語
略
説
』
が
講
義
録
で

あ
る
こ
と
を
手
掛
か
り
に
、
そ
の
理
由
を
考
え
て
み
た
い
。

次
の
（
15a
略
説
）（
15b
道
春
）
は
、
三
・
一
で
挙
げ
た
（
5a
略
説
）（
5b
道
春
）
を
再
錄
し
た
も
の
で
あ
る
。

（
15a
略
説
）
利
黨
以
危
君
〔
下
蓄
則
字
。
言
利
己
有
屬
黨
〕（
第
四
下
31a
／
晋
語
六
）

（
黨
を
利
し
て
以
て
君
を
危
く
せ
ば
〔
下
に
則
の
字
を
蓄
ふ
。
己
屬
黨
有
る
を
利
す
る
を
言
ふ
〕）

（
15b
道
春
）
利
黨
以
危
君
。
君
之
殺
我
也
、
後
矣
。（
晋
語
六
9b
）

（
黨
を
利
と
し
て
、
以
て
君
を
危
ぶ
む
。
君
の
我
を
殺
す
こ
と
、
後
し
）　

（
15b
道
春
）
は
「
利
黨
以
危
君
」
で
文
を
切
る
。（
15a
略
説
）
は
「
利
黨
以
危
君
」
の
後
に
〔
則
〕
を
加
え
、「
黨
を
利
し
て
以
て
君
を
危
く
せ

ば
」
と
条
件
文
に
読
み
、
下
文
「
君
之
殺
我
也
、
後
矣
」
に
続
け
る
。

「
則
」
が
、
上
文
を
受
け
て
下
文
に
続
け
る
働
き
を
も
つ
こ
と
は
、
江
戸
時
代
の
助
字
解
説
書
に
記
載
が
み
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
荻
生
徂
徠

『
訓
訳
示
蒙（

（3
（

』
は
、「
則
、
卽
、
乃
、
廼
、
輙
、
便
、
斯
、
載
、
就
、
曾
」
の
項
で
、「
則
の
字
の
類
は
皆
句
中
に
あ
る
字
な
り
。
句
尾
に
あ
る
と

云
ふ
こ
と
は
な
し
。
句
頭
に
を
く
時
は
上
文
へ
か
か
る
な
り
。（
中
略
）
則
の
字
は
レ
バ
と
も
、
ラ
バ
と
も
、
ル
ナ
ラ
バ
と
も
、
ル
ナ
レ
バ
と
も

訳
す
」（
巻
三
23b
）
と
述
べ
る
。
ま
た
岡
田
白
駒
『
助
辞
訳
通
』
は
、「
則
の
字
、
上
文
の
意
に
因
て
下
の
語
を
発
す
る
辞
に
て
、
句
頭
に
在
る
は

皆
上
文
に
係
る
」（
巻
上
32b
）、
釈
大
典
『
文
語
解
』
は
「
則
」
の
項
で
、「
上
を
う
け
下
へ
つ
づ
け
る
辞
に
し
て
そ
の
意
さ
ま
ざ
ま
あ
り
」（
巻
三
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22a
）
と
述
べ
る
。

関
脩
齢
は
こ
の
よ
う
な
助
字
研
究
の
成
果
を
踏
ま
え
、
下
文
「
君
之
殺
我
也
、
後
矣
」
が
上
文
「
利
黨
以
危
君
」
を
受
け
て
い
る
こ
と
を
、
ふ

た
つ
の
文
の
間
に
「
上
を
う
け
て
下
へ
つ
づ
け
る
辞
」
で
あ
る
〔
則
〕
を
加
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
示
し
た
。
道
春
点
と
は
異
な
る
読
み
を
、
助
字

を
利
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
受
講
生
に
わ
か
り
や
す
く
説
こ
う
と
し
た
の
で
あ
る（

（3
（

。

同
様
の
こ
と
は
、
ほ
か
の
蓄
字
に
つ
い
て
も
い
え
る
。
次
の
（
16a
略
説
）（
16b
道
春
）
は
（
7a
略
説
）（
7b
道
春
）
の
再
録
で
あ
る
。

（
16a
略
説
） 

官
師
之
所
材
也
〔
句
下
蓄
者
字
、
起
下
五
疾
。
又
下
文
「
官
師
所
不
材
也
」、
亦
同
文
法
、
起
下
以
實
〕（
第
四
下
24b
／
晋
語
四
）

（
官
師
の
材
と
す
る
所
は
〔
句
の
下
に
「
者
」
の
字
を
蓄
へ
、
下
の
五
疾
を
起
こ
す
。
又
た
下
文
の
「
官
師
の
材
と
せ
ざ
る
所
」
も
亦
た
同
じ

文
法
な
り
。
下
の
「
以
實
」
を
起
こ
す
〕）

（
16b
道
春
）
官
師
之
所
材
也
。
戚
施
直
鎛
。
蘧
蒢
蒙
璆
。
侏
儒
扶
盧
。
矇
瞍
修
聲
。
聾
聵
司
火
。
童
昏
、
嚚
瘖
、
僬
僥
、
官
師
之
所
不
材
也
。

以
實
裔
土
。（
晋
語
四
30b
）

（
官
師
の
材
と
す
る
所
な
り
。
戚
施
は
鎛
に
直
る
。
蘧
蒢
は
璆
を
蒙
く
。
侏
儒
は
盧
に
扶
る
。
矇
瞍
は
聲
を
修
む
。
聾
聵
は
火
を
司
る
。
童

昏
、
嚚
瘖
、
僬
僥
は
官
師
の
材
と
せ
ざ
る
所
な
り
。
以
て
裔
土
を
實
つ
）

道
春
点
は
「
官
師
之
所
材
也
」
で
文
を
切
る
。
関
脩
齢
は
「
官
師
之
所
材
也
」
の
下
に
〔
者
〕
を
加
え
、「
官
師
之
所
材
也
者
」
と
す
る
。「
也

者
」
に
つ
い
て
は
釈
大
典
『
文
語
解
』（
巻
五
40b
）
に
記
載
が
あ
る
。
釈
大
典
は
『
文
語
解
』
の
「
也
」
の
項
で
、
次
の
四
例
等
を
挙
げ
た
後
に

（
17
）
の
よ
う
に
述
べ
る（

（3
（

。
例
文
の
書
き
下
し
は
『
文
語
解
』
の
訓
点
に
よ
る
。

誠
如
是
也
、
民
帰
之
、
由
水
之
就
下
。（
孟
子
・
梁
惠
王
上
）

（
誠
に
是
く
の
如
き
な
ら
ば
、
民
之
に
帰
す
る
こ
と
水
の
下
に
就
く
が
由
し
）

粤
之
無
鎛
也
、
非
無
鎛
也
。（
周
礼
・
考
工
記
）

（
粤
の
鎛
な
き
こ
と
は
、
鎛
無
き
に
は
非
ら
ず
）
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貞
臣
也
、
難
至
而
節
見
。
忠
臣
也
、
累
至
而
行
明
。（
史
記
・
趙
世
家
）

（
貞
臣
な
れ
ば
難
至
り
て
節
見
る
。
忠
臣
な
れ
ば
累
至
り
て
行
明
な
り
）

非
赦
令
也
、
皆
蠲
除
之
。（
漢
書
・
李
尋
傳
）

（
赦
令
に
非
ざ
る
は
、
皆
之
を
蠲
除
す
）

（
17
）
こ
れ
、「
者
」
の
字
、「
則
」
の
字
を
用
る
に
近
し
。
然
ど
も
「
者
」「
則
」
に
比
す
れ
ば
上
を
承
る
の
意
重
し
て
下
へ
か
か
る
の
意
か
ろ

し
。
又
、「
也
者
」
と
連
用
す
る
こ
と
多
し（

（3
（

。

関
脩
齢
は
「
官
師
之
所
材
也
」
の
「
也
」
を
、
釈
大
典
の
い
う
「「
者
」
の
字
を
用
る
に
近
し
」
の
「
也
」
で
あ
る
と
解
釈
す
る
。
そ
の
解
釈

つ
ま
り
主
題
提
示
で
あ
る
こ
と
を
受
講
生
に
わ
か
り
や
す
く
伝
え
る
た
め
に
、「
官
師
之
所
材
也
」
の
下
に
〔
者
〕
を
加
え
て
〔
也
者
〕
と
し
た

の
で
あ
る
。
次
の
（
18a
略
説
）
も
、「
也
」
の
後
に
〔
者
〕
を
加
え
た
例
で
あ
る
。

（
18a
略
説
）
有
貨
以
衛
身
也
〔
下
蓄
者
字
。
言
有
貨
賂
可
以
衛
身
也
者
〕（
第
二
9a
／
魯
語
下
）

（
貨
し
て
以
て
身
を
衛
る
こ
と
有
ら
ば
〔
下
に
者
の
字
を
蓄
ふ
。
言
ふ
こ
こ
ろ
は
、
貨
賂
し
て
以
て
身
を
衛
る
可
き
こ
と
有
ら
ば
〕）

（
18b
道
春
）
有
貨
以
衛
身
也
。
出
貨
而
可
以
免
。
子
何
愛
焉
。（
魯
語
下
8a
）

（
貨
有
り
て
以
て
身
を
衛
る
。
貨
を
出
し
て
以
て
免
か
る
可
し
。
子
何
ぞ
愛
し
ま
ん（

（3
（

）

こ
の
例
で
は
「
有
貨
以
衛
身
也
」
の
「
也
」
を
、『
文
語
解
』
の
い
う
「
則
に
近
し
」
の
意
味
に
と
る
。「
也
」
の
下
に
〔
則
〕
で
は
な
く
、

〔
者
〕
を
加
え
た
の
は
、「
也
則
」
と
い
う
連
用
が
馴
染
ま
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。『
文
語
解
』（
巻
五
36b
）
の
「
者
」
の
項
に
、「
則
の
字
を

用
い
る
に
近
し
」
と
い
う
用
法
の
記
載
が
あ
る
。

次
の
（
19a
略
説
）（
19b
道
春
）
は
（
10a
略
説
）（
10b
道
春
）
の
再
録
で
あ
る
。　

（
19a
略
説
）
忠
非
親
禮
、
而
干
舊
職
、
以
亂
前
好
。〔
句
下
蓄
乎
字
。
何
非
親
禮
行
於
厚
意
而
干
犯
舊
職
、
以
亂
前
王
之
好
乎
〕（
第
一
14a
／
周

語
中
）
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（
忠
親
禮
に
非
ず
し
て
舊
職
を
干
し
て
、
以
て
前
好
を
亂
ら
ん
や
。〔
句
の
下
に
乎
の
字
を
蓄
ふ
。
何
ぞ
親
禮
、
厚
意
を
行
ふ
に
非
ず
し
て
舊
職

を
干
犯
し
、
以
て
前
王
の
好
を
亂
ら
ん
や
〕）

（
19b
道
春
）
忠
非
親
禮
、
而
干
舊
職
、
以
亂
前
好
。（
周
語
中
10b
）

（
忠
く
親
禮
を
非
り
て
舊
職
を
干
し
て
以
て
前
好
を
亂
る
）

関
脩
齢
は
「
以
亂
前
好
」
の
下
に
〔
乎
〕
を
加
え
、「
以
て
前
好
を
亂
ら
ん
や
」
と
訓
読
す
る
。「
乎
」
に
つ
い
て
は
、『
訓
訳
示
蒙
』
に
「
乎

の
字
は
、
嘆
と
、
咏
と
、
疑
と
、
問
と
、
何
れ
も
通
は
れ
用
ふ
る
な
り
」（
巻
三
19b
）
と
あ
る
。
ま
た
『
文
語
解
』
は
、『
論
語
』「
雍
也
」
篇
の

「
必
也
聖
乎
」（
必
ず
や
聖
か
）
及
び
「
子
張
」
篇
の
「
仲
尼
豈
賢
於
子
乎
」（
仲
尼
豈
に
子
よ
り
賢
や
）
を
引
い
て
、「
疑
ふ
辞
、
問
ふ
辞
な
り
」

（
巻
四
42a
）
と
述
べ
る
。
関
脩
齢
は
「
以
亂
前
好
」
の
下
に
「
疑
ふ
辞
、
問
ふ
辞
」
で
あ
る
〔
乎
〕
を
加
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、「
以
亂
前
好
」
は

平
叙
文
で
は
な
く
反
語
文
に
読
む
べ
き
で
あ
る
こ
と
を
、
受
講
生
に
わ
か
り
や
す
く
説
い
た
。

『
国
語
略
説
』
の
「
蓄
字
」
は
、
原
文
に
「
則
」「
者
」
な
ど
の
語
を
加
え
て
、
語
と
語
、
句
と
句
、
文
と
文
の
論
理
的
意
味
関
係
を
明
示
す
る

た
め
の
漢
文
講
述
法
で
あ
っ
た
。
関
脩
齢
は
『
訓
示
示
蒙
』『
文
語
解
』
と
い
っ
た
助
字
解
説
書
の
記
述
を
念
頭
に
お
き
つ
つ
、
原
文
に
助
字
を

加
え
る
と
い
う
手
法
で
、
自
身
の
構
文
解
釈
を
簡
潔
且
つ
明
確
に
説
こ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

四　
道
春
点
改
訓

四
・
一　
訓
読
法
に
も
と
づ
く
改
訓

こ
れ
ま
で
み
て
き
た
例
、
た
と
え
ば
前
節
の
（
15a
略
説
）（
16a
略
説
）（
18a
略
説
）（
19a
略
説
）
な
ど
で
明
ら
か
な
よ
う
に
、
関
脩
齢
は
道
春
点

本
の
訓
点
を
所
々
改
め
て
い
る
。
江
戸
時
代
中
期
以
降
に
於
け
る
改
訓
に
つ
い
て
は
、
古
く
か
ら
指
摘
が
あ
る
。
た
と
え
ば
鈴
木
直
治
『
中
国
語

と
漢
文
』
は
、
後
藤
芝
山
（
一
七
二
一
─
一
七
八
二
）
の
『
論
語
』
の
訓
点
（
以
下
、「
後
藤
点
」
と
称
す
）
に
於
け
る
道
春
点
の
改
訓
を
、
次

の
四
類
に
分
け
て
説
明
す
る（

（3
（

。
例
文
は
同
書
か
ら
の
引
用
で
あ
る
。
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① 

和
訓
に
読
ん
で
い
た
の
を
字
音
に
改
め
た
も
の

巧
言
令
色
、
鮮
矣
仁
。（
論
語
・
学
而
）

「
巧
言
令
色
」
を
道
春
点
は
「
言
を
巧
く
し
色
を
令
く
す
る
は
…
」
と
読
み
、
後
藤
点
は
字
音
で
読
む
。

② 

上
代
語
法
に
よ
る
読
み
方
を
改
め
た
も
の

子
貢
欲
去
告
朔
之
餼
羊
。（
論
語
・
八
佾
）

「
欲
去
」
を
道
春
点
本
は
「
去
て
ま
く
欲
す
」、
後
藤
点
は
「
去
て
ん
と
欲
す
」
と
読
む
。

③ 

読
み
そ
え
る
語
を
簡
略
に
し
た
も
の

子
於
是
日
哭
、
則
不
歌
。（
論
語
・
述
而
）

上
文
を
道
春
点
本
は
「
…
哭
し
つ
る
と
き
は
」、
後
藤
点
は
「
…
哭
す
れ
ば
」
と
読
む
。

④ 

置
き
字
と
し
て
読
ん
で
い
な
か
っ
た
も
の
を
読
ん
で
い
る
も
の

愛
之
欲
其
生
、
悪
之
欲
其
死
。（
論
語
・
顏
淵
）　

「
愛
之
」「
悪
之
」
の
「
之
」
を
道
春
点
は
置
き
字
と
し
て
読
ま
な
い
。
後
藤
点
は
「
之
を
愛
し
て
」「
之
を
悪
ん
で
」
と
読
む
。

鈴
木
氏
は
、「
江
戸
中
期
以
後
、
漢
学
の
発
展
に
つ
れ
て
、
訓
読
は
、
ま
す
ま
す
、
原
文（

（3
（

に
即
し
て
簡
潔
に
読
む
と
い
う
方
向
に
発
達
し
て
来

て
い
た
。
後
藤
芝
山
の
訓
点
は
、
そ
の
当
時
と
し
て
、
こ
の
訓
読
の
一
般
的
な
傾
向
に
、
よ
く
そ
っ
て
い
た
も
の
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
」（
一

二
七
頁
）
と
述
べ
る
。

同
様
の
改
訓
は
、『
国
語
略
説
』
に
も
み
ら
れ
る
。
次
の
（
20a
略
説
）（
21a
略
説
）
は
『
国
語
略
説
』、（
20b
道
春
）（
21b
道
春
）
は
道
春
点
本
の

例
で
あ
る
。
書
き
下
し
は
そ
れ
ぞ
れ
の
訓
点
に
よ
る
。

（
20a
略
説
）
今
爾
以
是
殃
之
。（
第
六
10b
／
楚
語
下
）
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（
今
爾
是
を
以
て
之
に
殃
す
）

（
20b
道
春
）
今
爾
以
是
殃
之
不
可
。（
楚
語
下
10b
）

（
今
爾
是
を
以
て
殃
せ
ば
不
可
な
り
）

（
21a
略
説
）
今
君
起
百
姓
以
自
封
也
。（
第
四
上
2b
／
晋
語
一
）　

（
今
君
百
姓
を
起
し
て
以
て
自
封
す
る
な
り
）

（
21b
道
春
）
今
君
起
百
姓
以
自
封
也
。（
晋
語
一
7b
）

（
今
君
百
姓
を
起
し
て
以
て
自
ら
に
封
（
あ
つ
）
く
す
）

（
20b
道
春
）
は
「
殃
之
」
の
「
之
」
を
置
き
字
と
し
て
読
ま
な
い
。（
20a
略
説
）
で
は
原
文
の
文
字
に
即
し
て
「
之
に
殃
す
」
と
読
む
。（
21b
道

春
）
は
「
以
自
封
也
」
の
「
也
」
を
読
ま
な
い
。（
21a
略
説
）
で
は
原
文
の
文
字
に
即
し
て
「
自
封
す
る
也
」
と
読
む
。
ま
た
（
21b
道
春
）
は

「
自
封
」
を
「
自
ら
に
封
（
あ
つ
）
く
す
」
と
和
訓
で
読
み
、（
21a
略
説
）
で
は
「
自
封
（
じ
ほ
う
）」
と
字
音
で
読
む
。
い
ず
れ
も
底
本
で
あ
る

道
春
点
を
、
原
文
の
文
字
に
即
し
て
簡
潔
に
読
む
方
向
に
改
め
て
い
る
。
当
時
の
一
般
的
な
傾
向
に
そ
っ
た
改
訓
で
あ
る
。

一
方
、
前
節
の
（
15a
略
説
）（
16a
略
説
）（
18a
略
説
）（
19a
略
説
）
な
ど
に
み
ら
れ
る
改
訓
、
す
な
わ
ち
道
春
点
の
「
危
ぶ
む
」
を
「
危
く
せ

ば
」
に
、「
官
師
の
材
と
す
る
所
な
り
」
を
「
官
師
の
材
と
す
る
所
は
」
に
、「
貨
有
り
て
以
て
身
を
衛
る
」
を
「
貨
し
て
以
て
身
を
衛
る
こ
と
有

ら
ば
」
に
、「
前
好
を
亂
る
」
を
「
前
好
を
亂
ら
ん
や
」
に
改
め
る
よ
う
な
改
訓
は
、
訓
読
法
の
発
達
に
よ
る
も
の
で
は
な
い
。
構
文
解
釈
に
も

と
づ
く
改
訓
で
あ
る
。
関
脩
齢
は
道
春
点
と
は
異
な
る
解
釈
を
行
い
、
そ
れ
を
訓
点
に
反
映
さ
せ
て
い
る
。
自
身
の
解
釈
に
即
し
て
、
道
春
点
を

改
め
て
い
る
の
で
あ
る
。

次
節
で
は
、
構
文
解
釈
に
も
と
づ
く
道
春
点
改
訓
を
、
蓄
字
以
外
の
例
に
み
て
い
く
。
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四
・
二　
構
文
解
釈
に
も
と
づ
く
改
訓

四
・
二
・
一　
管
到

『
国
語
略
説
』
の
注
釈
に
は
、「
莫
字
管
七
字
」「
使
字
管
四
字
」
と
い
う
形
の
注
釈
が
二
十
六
例
み
ら
れ
る
。
一
般
に
「
管
到
」
と
称
さ
れ
る

も
の
で
、「
使
」「
所
」
な
ど
の
語
が
、
そ
の
下
の
何
字
ま
で
係
る
か
を
示
す
。
次
の
（
22a
略
説
）
は
そ
の
例
で
あ
る
。

（
22a
略
説
）
民
用
莫
不
震
動
恪
恭
於
農
。〔
莫
字
管
七
字
。
用
、
以
也
。
後
皆
同
義
。
舊
注
失
之（

（3
（

。
震
動
、
動
作
也
〕（
第
一
4b
／
周
語
上
）

（
民
用
て
震
動
し
て
農
を
恪
恭
せ
ざ
る
こ
と
莫
し
。〔
莫
の
字
七
字
を
管
す
。
用
は
以
な
り
。
後
皆
同
義
。
舊
註
之
を
失
ふ
。
震
動
は
動
作
な

り
〕）

『
國
語
略
説
』
の
底
本
は
道
春
点
本
で
あ
り
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
訓
点
が
施
し
て
あ
る
。
訓
点
が
施
し
て
あ
る
テ
キ
ス
ト
の
管
到
は
、
門
生

に
も
容
易
に
把
握
で
き
た
は
ず
で
あ
る
。
関
脩
齢
は
な
ぜ
敢
え
て
管
到
を
述
べ
た
の
だ
ろ
う
。

次
の
（
22b
道
春
）
は
、
道
春
点
本
の
該
当
箇
所
で
あ
る
。
書
き
下
し
文
は
道
春
点
本
の
訓
点
に
拠
る
。

（
22b
道
春
）
民
用
莫
不
震
動
。
恪
恭
於
農
（
周
語
上
12a
）

（
民
用
て
震
動
せ
ざ
る
と
云
ふ
こ
と
莫
し
。
農
を
恪
し
み
恭
ん
で（

（3
（

）

（
22a
略
説
）
は
「
民
用
莫
不
震
動
恪
恭
於
農
」
の
「
莫
」
の
管
到
を
「
農
」
ま
で
と
す
る
が
、（
22b
道
春
）
は
「
動
」
ま
で
と
す
る
。
関
脩
齢
は

「
莫
字
管
七
字
」
と
い
う
道
春
点
と
は
異
な
る
管
到
を
提
示
し
、
道
春
点
の
読
み
を
改
め
て
い
る
。
以
下
に
同
様
の
例
を
挙
げ
る
。
な
お
『
国
語

略
説
』
の
注
釈
は
、「
管
到
」
以
外
は
省
略
す
る
。

（
23a
略
説
）
使
各
有
寧
宇
。〔
使
字
管
四
字
〕（
第
一
11a
／
周
語
中
）

（
各
を
し
て
寧
宇
有
ら
使
む（

（3
（

。〔
使
の
字
四
字
を
管
す
〕）

（
23b
道
春
）
使
各
有
寧
宇
、
以
順
及
天
地
無
逢
其
灾
害
。（
周
語
中
6a
）

（
各
を
し
て
寧
ん
じ
宇
る
こ
と
有
り
て
、
順
を
以
て
天
地
に
及
ぼ
し
、
そ
の
灾
害
に
逢
ふ
こ
と
無
か
ら
使
む
）
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（
23b
道
春
）
で
は
「
使
」
の
管
到
を
「
害
」
ま
で
と
す
る
が
、（
23a
略
説
）
で
は
そ
れ
を
「
宇
」
ま
で
に
改
め
て
い
る
。

（
24a
略
説
）
亡
人
之
所
懷
挾
嬰
瓖
、
以
望
君
之
塵
垢
者
〔
所
字
管
十
一
字
〕（
巻
四
上
11a
／
晋
語
二
）

（
亡
人
の
嬰
瓖
を
懷
挾
し
て
以
て
君
の
塵
垢
を
望
む
所
の
者
〔
所
の
字
十
一
字
を
管
す
〕）

（
24b
道
春
）
亡
人
之
所
懷
挾
嬰
瓖
、
以
望
君
之
塵
垢
者
（
晋
語
二
16a
）

（
亡
人
の
懐
き
挾
め
る
所
の
嬰
瓖
、
以
て
君
の
塵
垢
を
望
ま
ん
者
）

（
24b
道
春
）
で
は
「
所
」
の
管
到
を
「
挾
」
ま
で
と
す
る
が
、（
24a
略
説
）
で
は
そ
れ
を
「
垢（

（4
（

」
ま
で
に
改
め
て
い
る
。

（
25a
略
説
）
玉
足
以
庇
廕
嘉
穀
、
使
無
水
旱
之
災
、
則
寶
之
。〔
足
字
管
下
十
一
字
〕（
第
六
11b
／
楚
語
下
）

玉
以
て
嘉
穀
を
庇
廕
し
、
水
旱
の
災
無
か
ら
使
む
る
に
足
れ
ば
、
則
ち
之
を
寶
と
す
。〔
足
の
字
下
十
一
字
を
管
す
〕）

（
25b
道
春
）
玉
足
以
庇
廕
嘉
穀
、
使
無
水
旱
之
災
、
則
寶
之
。（
楚
語
下
13a
）

（
玉
以
て
嘉
穀
を
庇
廕
す
る
に
足
り
、
水
旱
の
災
ひ
無
か
ら
使
む
る
と
き
は
、
則
ち
之
を
寶
と
す
）

（
25b
道
春
）
で
は
「
足
」
の
管
到
を
「
穀
」
ま
で
と
す
る
が
、（
25a
略
説
）
で
は
そ
れ
を
「
災
」
ま
で
に
改
め
て
い
る
。『
国
語
略
説
』
の
「
管

到
」
を
示
す
注
釈
二
十
六
例
の
う
ち
二
十
二
例
は
、
道
春
点
本
の
「
管
到
」
を
改
め
る
も
の
で
あ
る（

（4
（

。 

四
・
二
・
二　
〇
字
句

『
国
語
略
説
』
の
注
釈
に
は
、「
十
三
字
句
」「
十
六
字
句
」
と
い
う
形
の
注
釈
（
句
読
の
改
変
指
示
）
が
十
四
例
み
ら
れ
る
。
以
下
は
そ
の
例

で
あ
る
。
関
脩
齢
の
注
釈
は
、「
○
字
句
」
以
外
は
省
略
す
る
。

（
26a
略
説
）
稷
以
告
王
曰
〔
五
字
句
〕（
第
一
4a
／
周
語
上
）

（
稷
以
て
王
に
告
げ
て
曰
く
〔
五
字
の
句
〕）

（
26b
道
春
）
稷
以
告
。
王
曰
（
周
語
上
10a
）
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（
稷
以
て
告
す
。
王
の
曰
く
）

（
26b
道
春
）
は
「
稷
以
告
」
で
文
を
切
る
。（
26a
略
説
）
で
は
「
稷
以
告
王
曰
」
を
一
文
と
し
、
新
た
な
訓
点
を
施
し
、
道
春
点
本
の
句
読
を
改

め
る
。
次
も
同
様
の
例
で
あ
る
。

（
27a
略
説
）
非
以
翟
爲
榮
、
可
以
成
事
也
。〔
十
字
句
〕（
第
四
下
16b
／
晋
語
四
）

（
翟
を
以
て
榮
と
爲
し
て
、
以
て
事
を
成
す
可
き
に
非
ず
〔
十
字
の
句
〕）

（
27b
道
春
）
非
以
翟
爲
榮
。
可
以
成
事
也
。（
晋
語
四
1a
）

（
翟
を
以
て
榮
と
爲
る
に
非
ら
ず
。
以
て
事
を
成
す
可
し
と
）

（
27b
道
春
）
は
「
非
以
翟
爲
榮
」
で
文
を
切
る
。（
27a
略
説
）
で
は
「
非
以
翟
爲
榮
、
可
以
成
事
也
」
を
一
文
と
し
、
道
春
点
本
の
句
読
を
改
め

る
。（

28a
略
説
）
貪
。〔
一
字
句
〕（
第
四
下
42b
／
晋
語
九
）

（
貪
〔
一
字
の
句
〕）

（
28b
道
春
）
貪
饋
之
始
至
懼
其
不
足
。（
晋
語
九
4b
）

（
饋
の
始
め
て
至
る
こ
と
を
貪
る
は
、
其
の
足
ら
ざ
ら
ん
こ
と
を
懼
る
）

（
28b
道
春
）
は
「
貪
饋
之
始
至
懼
其
不
足
」
を
一
文
と
す
る
。（
28a
略
説
）
で
は
「
貪
」
で
文
を
切
り
、
道
春
点
本
の
句
読
を
改
め
る
。『
国
語

略
説
』
の
「
〇
字
句
」
十
四
例
の
う
ち
九
例
は
、
道
春
点
本
の
句
読
を
改
め
る
も
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

『
国
語
略
説
』
の
「
蓄
字
」
は
、
原
文
に
「
則
」「
者
」
な
ど
の
語
（
お
も
に
助
字
）
を
加
え
て
、
語
と
語
、
句
と
句
、
文
と
文
の
論
理
的
意
味
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関
係
を
示
す
漢
文
講
述
法
で
あ
る
。
関
脩
齢
は
『
国
語
』
の
講
釈
を
行
う
に
当
た
っ
て
、
荻
生
徂
徠
『
訓
訳
示
蒙
』、
釈
大
典
『
文
語
解
』
な
ど

の
助
字
解
説
書
を
念
頭
に
お
き
つ
つ
、
原
文
に
助
字
を
加
え
る
と
い
う
手
法
で
、
自
身
の
構
文
解
釈
を
簡
潔
且
つ
明
確
に
説
こ
う
と
し
た（

（4
（

。
こ
の

「
蓄
字
」
に
よ
っ
て
示
さ
れ
る
構
文
解
釈
の
多
く
は
、
底
本
で
あ
る
道
春
点
本
の
訓
点
を
改
め
る
も
の
で
あ
る
。

『
国
語
略
説
』
に
は
、「
蓄
字
」
の
ほ
か
に
も
、「
管
到
」「
○
字
句
」
と
い
っ
た
後
述
表
現
に
よ
る
道
春
点
本
の
改
訓
が
み
ら
れ
る
。

江
戸
中
期
以
降
、
訓
読
は
原
文
の
文
字
に
即
し
て
簡
潔
に
読
む
と
い
う
方
向
に
変
わ
っ
て
い
く
。『
国
語
略
説
』
に
も
、
そ
の
流
れ
に
沿
っ
た

改
訓
が
み
ら
れ
る
。
し
か
し
「
蓄
字
」「
管
到
」「
○
字
句
」
に
よ
っ
て
示
さ
れ
る
改
訓
は
、
訓
読
法
の
発
達
に
よ
る
も
の
と
は
異
な
る
。
構
文
解

釈
に
も
と
づ
く
改
訓
で
あ
る
。
関
脩
齢
は
自
身
の
解
釈
に
も
と
づ
き
、
底
本
で
あ
る
道
春
点
本
の
読
み
そ
の
も
の
を
改
め
た
の
で
あ
る（

（4
（

。

【
注
】

（
1
）
大
野
峻
「
国
語
解
題
」（
新
釈
漢
文
大
系
『
国
語
上
』）（
東
京
：
明
治
書
院
、
一
九
七
五
、
一
頁
─
五
六
頁
）
に
、「（『
国
語
定
本
』
は
）
江
戸
時
代
邦
人
の
『
国

語
』
研
究
と
し
て
は
も
っ
と
も
す
ぐ
れ
て
い
る
」（
五
二
頁
）
と
あ
る
。『
国
語
定
本
』
に
つ
い
て
は
小
方
伴
子
「
秦
鼎
『
国
語
定
本
』
初
探
」（『
二
松
』
第
二
八

集
、
二
○
一
四
年
、
一
頁
─
一
七
頁
）、
同
「
秦
鼎
『
国
語
定
本
』
に
於
け
る
清
朝
校
勘
学
の
成
果
の
導
入
と
そ
の
限
界
─
顧
千
里
『
国
語
札
記
』
の
利
用
を
中

心
に
─
」（『
人
文
論
叢
』
第
九
五
輯
、
二
○
一
五
年
、
一
二
六
頁
─
一
五
三
頁
）
に
詳
し
い
。　

（
2
）
重
刻
明
道
二
年
本
『
国
語
』
に
つ
い
て
は
、
小
方
伴
子
「
宋
刊
明
道
二
年
本
『
国
語
』
の
黄
丕
烈
重
刻
に
つ
い
て
」（『
人
文
学
報
』
四
〇
三
号
、
二
○
○
八
年
、

一
頁
─
二
八
頁
）
に
詳
し
い
。

（
3
）「
校
刊
明
道
本
韋
氏
解
国
語
札
記
」
は
冒
頭
に
黄
丕
烈
の
「
自
序
」
を
附
け
て
い
る
が
、
実
際
の
撰
者
は
顧
千
里
（
一
七
六
六
─
一
八
三
五
）
で
あ
る
。
詳
し
く

は
小
方
伴
子
「
顧
千
里
撰
『
校
刊
明
道
本
韋
氏
解
国
語
札
記
』
成
立
考
」（『
人
文
学
報
』
四
六
三
号
、
二
○
一
二
年
、
六
五
頁
─
九
〇
頁
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
4
）
大
野
峻
「
国
語
解
題
」（
注
1
参
照
）（
五
一
頁
）。
桂
湖
村
「
国
語
国
字
解
叙
説
」（
漢
籍
国
字
解
全
書
『
国
語
国
字
解
上
』）（
東
京
：
早
稲
田
大
学
出
版
部
、

一
九
一
七
年
、
一
頁
─
二
二
六
頁
）
は
「（
国
語
略
説
は
）
意
見
断
乎
と
し
て
見
る
べ
き
も
の
あ
り
。
邦
人
国
語
解
中
の
錚
々
た
る
も
の
な
り 

」（
二
二
五
頁
）、

前
川
三
郞
「
国
語
解
題
」（
国
訳
漢
文
大
成
『
国
語
』）（
東
京
：
国
民
文
庫
刊
行
会
、
一
九
二
三
年
、
一
頁
─
三
○
頁
）
は
「（
江
戸
時
代
の
）
先
儒
の
之
（
＝

『
国
語
』）
が
注
解
を
撰
し
た
る
も
の
無
慮
三
十
家
に
及
べ
り
。（
中
略
）
関
脩
齢
の
国
語
略
説
八
巻
、
冢
田
虎
の
国
語
増
註
二
十
一
巻
、
秦
鼎
の
国
語
定
本
二
十

一
巻
、
亀
井
昱
の
国
語
考
八
巻
は
そ
の
尤
な
る
も
の
」（
二
四
頁
─
二
五
頁
）
と
評
す
る
。

（
5
）『
国
語
略
説
』
の
底
本
に
は
、
関
西
大
学
長
沢
文
庫
所
蔵
の
一
七
九
二
年
版
（
国
語
略
説
八
巻　

関
脩
齢
述　

寬
政
四
年　

江
戸
須
原
屋
市
兵
衞　

四
冊
）
を
用
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い
る
。

（
6
）
送
り
仮
名
は
現
行
の
も
の
に
合
わ
せ
る
。「
蓄
某
字
」「
某
字
管
○
字
」「
○
字
句
」
の
書
き
下
し
は
、「
某
の
字
に
蓄
す
」「
某
の
字
○
字
に
管
す
」「
○
字
の
句
」

に
統
一
す
る
。（
原
文
は
、「
の
」
が
あ
る
も
の
と
な
い
も
の
と
が
あ
る
）

（
7
）「
蓄
ふ
」
は
「
足
し
加
ふ
」
か
。

（
8
）
佐
藤
進
「
藤
原
惺
窩
の
経
解
と
そ
の
継
承
─
『
詩
経
』「
言
」「
薄
言
」
の
訓
読
を
め
ぐ
っ
て
─
」（『
日
本
漢
文
学
研
究
』
第
五
号
、
二
○
一
○
年
、
二
一
頁
─

三
七
頁
）
に
、「「
管
到
」
と
は
構
文
論
に
お
い
て
他
動
詞
が
支
配
す
る
目
的
語
の
範
囲
を
い
う
十
八
世
紀
日
本
の
用
語
」（
三
七
頁
）
と
あ
る
。『
国
語
略
説
』
の

管
到
は
も
う
少
し
広
く
、
前
置
詞
「
以
」、
副
詞
「
将
」、
助
詞
「
所
」
等
の
支
配
す
る
範
囲
も
い
う
。　

（
9
）
小
川
貫
道
『
漢
学
者
伝
記
及
著
述
集
覧
』（
東
京
：
名
著
刊
行
会
、
一
九
七
七
年
、
二
七
三
頁
）
参
照
。
享
年
は
七
十
五
歳
或
い
は
七
十
九
歳
と
す
る
説
も
あ

る
。
長
沢
孝
三
『
改
訂
増
補
漢
文
学
者
総
覧
』（
東
京
：
汲
古
書
院
、
二
○
一
一
年
、
三
四
〇
八
頁
）
参
照
。　

（
10
）『
巡
海
録
』
に
つ
い
て
は
、
大
庭
脩
『
宝
暦
三
年
八
丈
島
漂
着
南
京
舟
資
料
─
江
戸
時
代
漂
着
唐
船
資
料
集
一
─
』（
関
西
大
学
東
西
学
術
研
究
所
資
料
集
刊
十

三
─
一
）（
大
阪
：
関
西
大
学
東
西
学
術
研
究
所
、
一
九
八
五
年
）
に
、「
下
田
代
官
所
の
書
記
役
と
し
て
勤
め
て
い
て
こ
の
機
会
に
遇
っ
た
。
序
文
を
書
い
た
井

通
熙
は
す
な
わ
ち
井
上
蘭
台
で
、
脩
齢
は
な
お
蘭
台
の
も
と
に
学
ん
で
い
た
の
で
序
文
を
求
め
た
も
の
と
思
わ
れ
る
」（
四
五
八
頁
）
と
い
う
記
載
が
あ
る
。
同

書
に
よ
る
と
、『
巡
海
録
』
は
脩
齢
二
十
八
歳
の
著
作
で
あ
る
。　

（
11
）『
武
蔵
野
国
三
芳
野
名
所
旧
跡
』
に
つ
い
て
は
、
岡
村
一
郎
『
川
越
歴
史
随
筆
』（
川
越
歴
史
新
書
３
）（
埼
玉
：
川
越
地
方
史
研
究
会
、
一
九
七
四
年
）
に
詳
し

い
。

（
12
）
関
儀
一
郎
『
近
代
漢
学
者
伝
記
著
作
大
事
典
』（
東
京
：
井
上
書
店
、
一
九
四
三
年
、
二
八
〇
頁
─
二
八
一
頁
）
参
照
。『
国
語
略
説
』
八
巻
、『
戦
国
策
高
注
補

正
』
一
〇
巻
、『
国
学
釈
奠
儀
注
』
一
巻
、『
松
窓
文
稿
』
二
巻
、『
松
窓
漫
録
』
六
巻
、『
巡
海
録
』
一
巻
以
外
は
筆
者
未
見
。
校
閲
本
に
『
経
典
釈
文
』
存
二
巻

が
あ
る
。

（
13
）
雲
室
に
つ
い
て
は
、『
続
日
本
随
筆
大
成
１
』（
東
京
：
吉
川
弘
文
館
、
一
九
七
九
年
）
の
北
川
博
邦
「
解
題
」（
六
頁
─
七
頁
）
参
照
。

（
14
）『
雲
室
隨
筆
』（
注
13
参
照
）
に
よ
る
と
、
脩
齢
は
人
に
嫉
ま
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。「
古
昔
よ
り
衆
に
秀
る
者
、
嫉
を
受
る
事
多
は
歷
史
に
記
せ
し
如
し
。
必
竟

先
生
も
衆
に
秀
ら
れ
し
故
か
、
衆
人
の
嫉
み
に
逢
れ
し
事
な
り
。
予
が
往
来
す
る
学
者
、
知
る
も
知
ら
ざ
る
も
松
牕
を
信
じ
恐
れ
ざ
る
は
な
し
。
戸
倉
作
助
と
い

ふ
人
、（
中
略
）
常
に
松
牕
を
鬼
な
り
、
人
間
中
を
出
し
人
な
り
と
雑
談
せ
ら
れ
た
り
」（
八
三
頁
─
八
四
頁
）
と
あ
る
。

（
15
）
桂
湖
村
「
国
語
国
字
解
叙
説
」（
注
4
参
照
）
に
、「
天
保
二
年
の
刊
本
あ
り
」（
二
二
五
頁
）
と
あ
る
が
未
見
。

（
16
）
棲
雲
堂
は
関
脩
齢
の
別
号
。
長
沢
孝
三
『
改
訂
増
補
漢
文
学
者
総
覧
』（
注
9
参
照
）（
三
四
〇
八
頁
）
参
照
。

（
17
）「
國
語
略
説
／
關
脩
齡
君
長
述
／
解
敘
」
に
は
、
韋
昭
「
國
語
解
敘
」、
宋
庠
「
國
語
補
音
敘
錄
」
の
注
解
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。「
國
語
略
説
第
一
」
以
下
が

『
国
語
』
本
文
の
注
解
で
、「
國
語
略
説
第
一
」
に
は
周
語
上
、
周
語
中
、
周
語
下
、「
國
語
略
説
第
二
」
に
は
魯
語
上
、
魯
語
下
、「
國
語
略
説
第
三
」
に
は
斉

語
、「
國
語
略
説
第
四
上
」
に
は
晋
語
一
、
晋
語
二
、「
國
語
略
説
第
四
下
」
に
は
晋
語
三
、
晋
語
四
、
晋
語
五
、
晋
語
六
、
晋
語
七
、
晋
語
八
、
晋
語
九
、「
國

語
略
説
第
五
」
に
は
鄭
語
、「
國
語
略
説
第
六
」
に
は
楚
語
上
、
楚
語
下
、「
國
語
略
説
第
七
」
に
は
吳
語
、「
國
語
略
説
第
八
」
に
は
越
語
上
、
越
語
下
の
注
解
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が
収
録
さ
れ
て
い
る
。

（
18
）
長
沢
文
庫
所
蔵
版
本
は
、
荒
井
熙
「
國
語
略
説
序
」
に
墨
筆
で
訓
点
が
書
き
入
れ
て
あ
る
。
そ
の
他
の
箇
所
に
も
若
干
の
書
き
入
れ
（
墨
筆
）
が
あ
る
。

（
19
）『
国
語
略
説
』
は
、『
国
語
』
各
篇
を
そ
れ
ぞ
れ
数
章
か
ら
二
十
数
章
に
分
け
て
解
説
し
て
い
る
。
章
分
け
は
明
刊
穆
文
熙
評
本
に
由
来
す
る
。
穆
文
熙
評
本
の

原
刻
に
つ
い
て
は
未
詳
。

（
20
）
宋
庠
（
九
九
六
─
一
○
六
六
）
は
安
州
安
陸
の
人
。
天
聖
の
初
め
に
進
士
に
合
格
す
る
。『
宋
史
』（
北
京
：
中
華
書
局
、
一
九
五
七
年
、
九
五
九
〇
頁
）
に
伝

が
あ
る
。

（
21
）『
四
史
鴻
裁
』
所
收
本
『
国
語
』
の
原
本
は
未
見
。「
四
庫
全
書
存
目
叢
書
」（
史
部
一
三
九
）
に
、
清
華
大
学
図
書
館
蔵
明
万
暦
十
八
年
朱
朝
聘
刻
本
「
四
史
鴻

裁
」
四
十
巻
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
十
三
巻
か
ら
二
十
巻
が
「
国
語
」
八
巻
で
、
そ
の
一
巻
、
三
巻
、
五
巻
、
七
巻
の
冒
頭
に
、「
明
魏
博
穆
文
煕
敬
甫
批
輯
／

同
邑
劉
懷
恕
士
行
校
正
／
東
郡
朱
朝
聘
希
尹
閱
梓
」
と
あ
る
。『
国
語
略
説
』
に
は
第
一
1a
（
周
語
上
）
に
、「
穆
文
煕
『
四
史
鴻
載
』
の
「
國
語
評
鈔
」」
と
あ

り
、
そ
れ
が
初
出
。
以
降
は
「
評
鈔
」
と
し
て
引
用
さ
れ
て
い
る
。

（
22
）
盧
之
頤
本
『
国
語
』
は
刊
行
年
未
詳
。
明
萬
曆
四
十
七
年
（
一
六
一
九
）
に
『
戦
国
策
』
十
二
巻
と
合
わ
せ
て
刊
行
さ
れ
た
関
斎
伋
評
本
『
国
語
』
の
「
訂
正

本
」
で
あ
る
。
詳
し
く
は
小
方
伴
子
「
秦
鼎
『
国
語
定
本
』
初
探
」（『
二
松
』
第
二
八
集
、
一
頁
─
一
七
頁
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
23
）
明
刊
穆
文
熙
評
本
『
国
語
』
に
由
来
す
る
評
語
。

（
24
）
た
だ
し
、
若
干
の
異
同
も
み
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
周
語
上
で
は
、
道
春
点
本
が
「
小
事
」（
周
語
上
1b
）、「
世
終
」（
周
語
上
4a
）
と
す
る
と
こ
ろ
を
、『
国
語
略

説
』
で
は
そ
れ
ぞ
れ
「
小
小
」（
第
一
2a
）、「
垂
終
」（
第
一
2a
）
と
し
て
い
る
。
道
春
点
本
の
底
本
で
あ
る
明
刊
劉
懐
本
は
、「
小
小
」「
垂
終
」
に
作
る
。
道
春

点
本
の
初
刻
で
は
、「
小
小
」「
垂
終
」
と
な
っ
て
い
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
現
存
す
る
道
春
点
本
の
「
小
事
」「
世
終
」
を
み
る
と
、「
事
」
は
他
の
字
と
比

べ
る
と
位
置
が
不
自
然
で
あ
り
、「
世
」
は
他
の
箇
所
の
「
世
」
と
形
が
微
妙
に
異
な
る
。
補
刻
が
疑
わ
れ
る
。
な
お
、
現
存
す
る
道
春
点
本
で
刊
記
の
あ
る
も

の
は
、
次
の
三
種
類
で
あ
る

　
（
ⅰ
）
刊
行
年
未
詳　

田
中
市
兵
衞
、
田
中
長
左
衞
門
刊
行
。

　
（
ⅱ
）
宝
暦
十
一
年　

永
田
調
兵
衞
刊
行
。
後
修
本
。

　
（
ⅲ
）
宝
暦
十
一
年　

越
後
屋
多
助
刊
行
。
後
修
本
。　

（
25
）『
四
史
鴻
裁
』
に
つ
い
て
は
注
21
参
照
。

（
26
） 

道
春
点
本
の
割
注
に
は
、
改
訂
版
『
国
語
補
音
』
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
関
脩
齢
は
該
当
す
る
字
に
音
注
が
付
さ
れ
て
い
な
い
場
合
、
道
春
点
本
の
他
の
箇
所
に

あ
る
同
字
の
音
注
を
引
い
て
「
音
補
」
に
入
れ
る
こ
と
が
多
い
。『
国
語
略
説
』（
第
一
2b
）
の
「
采
地
、
之
代
切
」
は
、
道
春
点
本
「
魯
語
下
」（
巻
五
6b
）
の

「
采
、
之
代
切
」
か
ら
引
い
て
い
る
。
こ
の
箇
所
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
版
『
国
語
補
音
』
の
記
載
は
、「［
采
邑
］
補
音
、
七
代
切
」（
巻
二
2b
）
で
あ
る
。
こ
れ
は
『
国

語
略
説
』
の
「
音
補
」
が
、
宋
庠
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
版
『
国
語
補
音
』
で
は
な
く
、
改
訂
版
『
国
語
補
音
』
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
の
証
拠
と
な
る
。
な
お
、
改

定
版
『
国
語
補
音
』
の
「
之
代
切
」
は
、「
七
代
切
」
の
誤
刻
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
（「
采
」「
七
」
は
清
母
、「
之
」
は
章
母
）。
張
一
鯤
本
（
万
曆
十
三
年
版
）

も
劉
懐
恕
本
も
、
該
当
箇
所
は
「
之
代
切
」
で
あ
る
。『
国
語
略
説
』
の
音
注
に
つ
い
て
は
、
別
稿
で
改
め
て
論
じ
た
い
。　
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（
27
）
道
春
点
本
『
国
語
』
の
底
本
に
は
、
関
西
大
学
長
沢
文
庫
所
蔵
本
（
国
語
二
十
一
卷　

吳
韋
昭
解　

宋
宋
庠
補
音　

明
穆
文
熙
編
纂　

明
石
星
等
校　

日
本
林

信
勝
点　

刊
行
年
不
明
。
江
戸
田
中
市
兵
衞
、
田
中
長
左
衞
門
刊
行
本
）
を
用
い
る
。
例
文
の
字
句
に
宝
暦
十
一
年
本
二
種
と
の
異
同
が
あ
れ
ば
記
す
。

（
28
）「
起
下
以
實
」
は
『
国
語
略
説
』
の
訓
点
通
り
に
書
き
下
す
と
「
下
を
起
し
て
以
て
實
す
」
に
な
り
、
意
味
が
通
ら
な
い
。「
下
の
以
實
を
起
こ
す
」
の
誤
り
で

あ
ろ
う
。

（
29
）『
国
語
略
説
』
の
「
不
行
」
に
は
訓
点
が
な
い
。（
8a
略
説
）
の
訓
点
は
筆
者
が
補
っ
た
。

（
30
）『
訓
訳
示
蒙
』『
助
辞
訳
通
』『
文
語
解
』
の
引
用
は
、『
漢
籍
文
典
叢
書
』（
第
一
巻
）（
東
京
：
汲
古
書
院
、
一
九
八
七
年
）
に
拠
る
。

（
31
）
助
字
の
働
き
を
意
識
し
た
教
授
法
は
、
受
講
生
の
漢
文
実
作
力
を
養
う
上
で
も
有
效
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
な
お
「
蓄
則
字
」
は
、
上
文
に
訓
読
が
施
さ
れ

て
い
る
も
の
を
み
る
限
り
、
す
べ
て
条
件
文
に
読
ん
で
い
る
。

（
32
）『
文
語
解
』
は
一
七
七
二
年
の
刊
行
で
あ
り
、
関
脩
齢
が
林
家
で
講
釈
を
行
っ
て
い
た
頃
に
当
た
る
。
な
お
、（
21
）
は
「
也
」
か
ら
「
也
者
」
に
な
っ
た
も
の

に
関
す
る
説
明
で
あ
る
が
、「
者
」
か
ら
「
也
者
」
に
な
っ
た
も
の
に
つ
い
て
は
、『
文
語
解
』（
巻
五
36b
）
に
記
載
が
あ
る
。

（
33
）
釈
文
典
は
さ
ら
に
、「
也
者
」
の
例
と
し
て
次
の
（
ⅰ
）
を
挙
げ
、「
一
字
を
用
る
よ
り
語
意
ふ
か
し
」
と
述
べ
る
。

　
（
ⅰ
）
道
也
者
、
不
可
須
臾
離
也
。（
礼
記
・
中
庸
）（
道
は
、
須
臾
も
離
る
可
か
ら
ざ
る
な
り
）

（
34
）
道
春
点
本
は
音
便
表
記
と
非
音
便
表
記
が
混
在
す
る
。（
18b
道
春
）
の
「
有
り
て
」
の
原
文
は
「
有
テ
」
で
「
有
っ
て
」
と
読
ま
れ
た
可
能
性
が
高
い
が
、
一
方

で
道
春
点
本
に
は
「
ア
リ
テ
」
と
い
う
表
記
も
み
ら
れ
る
。
本
稿
で
は
便
宜
上
、
非
音
便
表
記
で
統
一
す
る
。

（
35
）『
中
国
語
と
漢
文
』（
中
国
語
研
究
学
習
双
書
一
二
）（
東
京
：
光
生
館
、
一
九
七
五
年
、
一
二
七
頁
─
一
三
一
頁
）。

（
36
）
こ
こ
で
い
う
「
原
文
」
は
「
原
文
の
文
字
」
と
い
う
意
味
で
あ
ろ
う
。
原
文
の
文
字
に
即
し
て
、
し
か
も
簡
潔
に
読
む
と
い
う
訓
読
法
は
、
佐
藤
一
斎
（
一
七

六
八
─
一
八
四
一
）
の
一
斎
点
に
よ
っ
て
極
め
ら
れ
る
。

（
37
）「
舊
註
」
は
韋
昭
注
を
い
う
。「
民
用
莫
不
震
動
恪
恭
于
農
」
の
後
に
「
用
、
謂
田
器
也
」
と
い
う
韋
昭
注
が
あ
る
。

（
38
）
書
き
下
し
文
の
「
云
ふ
」
は
補
読
で
あ
る
。 

（
39
）『
国
語
略
説
』
は
「
使
」
字
句
の
兼
語
の
後
に
返
り
点
を
振
ら
な
い
。「
使
各
有
寧
宇
」
に
は
送
り
仮
名
が
な
い
の
で
、「
各
（
お
の
お
の
）
を
し
て
寧
宇
有
ら
使

む
」
と
読
ん
だ
の
か
、「
各
（
お
の
お
の
）
寧
宇
有
ら
使
む
」
と
読
ん
だ
の
か
判
断
で
き
な
い
。
こ
こ
で
は
底
本
で
あ
る
道
春
点
本
の
訓
点
に
合
わ
せ
て
前
者
に

読
ん
で
お
く
。

（
40
）「
所
字
管
十
一
字
」
に
従
う
と
「
者
」
ま
で
と
な
る
が
、
訓
点
に
従
う
と
「
垢
」
ま
で
に
な
る
。
書
き
下
し
文
は
後
者
に
従
っ
た
。

（
41
）
残
り
の
四
例
の
中
に
は
、
道
春
点
本
の
読
み
を
よ
り
分
か
り
や
す
く
示
す
た
め
の
「
管
到
」
も
あ
る
。
た
と
え
ば
「
無
乃
實
有
所
避
、
而
滑
夫
二
川
之
神
、
使

至
於
爭
明
、
以
妨
王
宮
」（
周
語
下
）
で
は
、
道
春
点
本
は
、「
無
乃
實
に
避
ふ
所
有
り
て
、
夫
の
二
川
の
神
を
滑
し
て
、
爭
ふ
に
至
ら
し
め
、
明
以
て
王
宮
を
防

ぐ
る
な
ら
ん
」
と
読
む
。
関
脩
齢
は
、「
實
に
避
ふ
所
有
り
て
…
無
ら
ん
や
」
と
読
み
（「
乃
」
は
不
読
）、「
無
乃
管
二
十
字
」
と
注
す
る
。

（
42
）「
蓄
字
」
に
類
似
す
る
例
と
し
て
、
釈
大
典
『
唐
詩
解
頤
』（
一
七
七
六
）
の
「
補
入
」
が
あ
る
。
釈
大
典
『
唐
詩
解
頤
』
の
補
入
に
つ
い
て
は
佐
藤
進
「
釈
大

典
『
唐
詩
解
頤
』
の
特
殊
な
訓
読
に
つ
い
て
─
徂
徠
の
詩
読
解
を
受
け
継
ぐ
も
の
─
」（『
日
本
漢
文
学
研
究
』
第
一
一
号
、
二
○
一
六
年
、
七
五
頁
─
一
○
六
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頁
）
に
詳
し
い
。
補
入
の
例
は
『
唐
詩
集
註
』（
一
七
七
四
）
に
も
み
ら
れ
、
そ
の
凡
例
に
、「
蕅
益
大
師
の
佛
經
を
註
す
る
、
多
く
一
二
の
語
を
插
入
し
て
以
て

本
文
を
補
ふ
。
簡
に
し
て
解
し
易
し
。
物
氏
「
絕
句
解
」
を
作
る
に
一
に
斯
法
を
以
て
す
。
今
亦
往
往
に
之
を
用
い
領
會
し
易
か
ら
し
む
」（
原
文
は
漢
文
に
返

り
点
送
り
仮
名
つ
き
。
書
き
下
し
文
は
佐
藤
師
に
拠
る
）
と
あ
る
。
佐
藤
師
は
、「『
唐
詩
集
注
』
の
補
入
は
宇
野
明
霞
の
仕
事
で
あ
っ
て
、
大
典
は
明
霞
の
補
入

を
取
捨
選
択
し
、
そ
れ
に
新
規
補
入
を
行
っ
て
『
唐
詩
解
頤
』
を
撰
述
し
た
も
の
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。
さ
ら
に
重
要
な
こ
と
は
、『
唐
詩
集
注
』
の
補
入
は

本
文
の
訓
点
と
は
関
係
が
な
く
、『
絶
句
解
』
と
同
じ
よ
う
な
性
格
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
。
し
か
し
、『
唐
詩
解
頤
』
で
は
詩
の
本
文
に
含
め
て
訓
読
し
、『
唐
詩

集
注
』
に
施
さ
れ
た
旧
点
を
修
正
す
る
べ
く
新
点
を
打
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
蕅
益
大
師
に
源
を
発
し
、
荻
生
徂
徠
と
宇
野
明
霞
を
通
じ
て
伝
わ
っ
た
補
入
読
解

法
が
、
こ
こ
に
及
ん
で
よ
う
や
く
訓
読
と
し
て
結
実
す
る
こ
と
に
な
っ
た
」（
一
○
四
頁
）
と
述
べ
る
。
関
脩
齢
が
蓄
字
を
用
い
た
背
景
に
は
、
助
字
研
究
の
広

ま
り
に
加
え
て
、「
補
入
」
の
よ
う
な
、
原
文
に
漢
字
の
語
句
を
挿
入
す
る
読
解
法
の
存
在
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
な
お
、
蓄
字
の
例
は
、
関
脩
齢
『
戦
国
策

高
注
補
正
』
に
も
み
ら
れ
る
。

（
43
）
林
家
の
学
頭
で
あ
っ
た
関
脩
齢
が
、
林
羅
山
の
遺
し
た
訓
点
を
、
構
文
解
釈
に
関
わ
る
部
分
か
ら
改
め
て
い
る
の
で
あ
る
。『
国
語
略
説
』
の
刊
行
は
寛
政
四
年

（
一
七
九
二
）
で
あ
る
が
、
そ
の
も
と
に
な
っ
た
講
釈
が
い
つ
行
わ
れ
た
の
か
は
明
ら
か
で
な
い
。
関
脩
齢
が
林
家
を
去
っ
た
正
確
な
年
も
未
詳
で
あ
る
。
道
春

点
改
訓
と
の
関
係
も
含
め
て
、
今
後
の
課
題
と
な
ろ
う
。

〈
附
記
〉

　

本
稿
は
平
成
二
十
八
年
度
私
立
大
学
戦
略
的
研
究
基
盤
形
成
支
援
事
業
「
近
代
日
本
の
「
知
」
の
形
成
と
漢
学
」
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部

で
あ
る
。




